
図 2．マイスナー小体 

図 1．パチニ小体 

図 3．ルフィニ終末 

「皮膚と関節は外界情報を感知するセンサーである」 

埼玉県立大学保健医療福祉学部理学療法学科 講師 金村尚彦 
 
皮膚は体を覆い，外部と内部を分ける境となっている器官です．また関節は，骨と骨

を可動的に結合していますが，ヒトの皮膚や関節には，神経終末という感覚受容器が存

在し，外界情報を感知しています．例えば，皮膚では物を把持するために、その物質の

硬さや素材の種類を，関節内では，関節の運動方向や速度，加速度を感知して，その情

報を中枢に伝えています．温度を感知しているセンサー（温度受容器）などもあります． 
次に機械受容器についてもう少し詳しく見てみましょう．機械受容器は，機械的な刺

激を受容する神経終末です．触・圧覚・振動感覚などを感知しています． 
いくつかの総説や文献 1～10)を参考に主な機械受容器について概説いたします． 

 
１）速い順応性の受容器 
a. パチニ小体（図 1） 

 パチニ小体は，刺激強度が変化する時のみ信号を発し，運動の開始時と

終了時に加速や減速を認知したり，振動を検知しています．中心に 1 本
の軸索終末，それを囲んで内棍という層板細胞の密な層，さらに神経

周膜の続きである外棍で構成されています．この小体は手掌や足底，腹

膜，乳輪などの皮下結合組織や乳腺，靱帯，関節包，半月板，骨膜などで

観察されています． 
 
b.マイスナー小体図 2） 

マイスナー小体は，手掌皮膚の真皮乳頭層に存在しています．パチニ小体

と比較して受容野が小さいことから識別性が高く，微細な変化を感知できま

す．手部のマイスナー小体は，物の操作や接触した物体のエッジの鋭さを認

識できるなど重要な役割を果たし，足部では床面の変化に即応するバラン

ス機能にとって重要な刺激を感知しています． 
 
２）遅い順応性の受容器 
a.ルフィニ終末（図 3） 

 ルフィニ終末は，閾値は低く，質的変化に関与しています．関節では，位置

や内圧の変化，動きの方向や，速度を感知しています．とくに姿勢の調節に必

要とする静止時の正確な位置覚の把握に重要な役割を果たしているのではない

かと考えられています．この小体は，皮膚の深部，特に皮下組織，関節包，半

月板，靱帯，骨膜，筋膜，歯周部で観察されています． 
 



図 4．ゴルジ様受容器 

図 5．自由神経終末 

ｂ.ゴルジ様受容器（図 4） 
ゴルジ様受容器は，閾値は高く関節が動かない時は反応しません．関節可動域が正常範

囲を越えた時や靱帯に加わる過度のストレスの変化により初めて反応します．

ゴルジ様受容器は，筋腱移行部，靱帯などに存在しています． 
 

 
 

ｃ.自由神経終末（図 5） 
自由神経終末は，最も広範囲に分布している神経終末です．侵害受容性終末は，多種類

の侵害刺激に反応し，閾値が高く，痛みに反応します．非侵害性受容性自由

終末は，機械的刺激に反応する受容器です．温度・痛覚に加えて，識別性の

低い粗大感覚を伝えています．また位置覚にも重要な役割を果たしていると

推測されています． 
 

自己と環境の関係を認知して，これまでの経験を踏まえ，適切な運動を行うことができま

す．ヒトが適切な運動を行うためには，機械受容器も重要な役割を果たしています． 
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